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イノベーションを牽引する人材の育成

日本工学会科学技術人材育成コンソーシアム代表
理化学研究所 理事／東京大学 監事

有信睦弘

平成 27年度 第２回 第２回 CPD 協議会シンポジウム

year idea
1917 Sneakers
1923 Business management

Multiplane camera
1924 Frozen food
1926 Rocket engine
1929 Synthetic rubber
1934 Nylon
1938 Xerography
1939 Automatic transmission

Helicopter
1942 Electronic digital computer
1945 Nuclear power
1947 Cellular phone

Tupperware
Microwave oven

1950 Diners Club card
1951 Levittown
1952 The conglomerate

year idea
1955 Fast food
1956 Containerized shipping

Disk drive
1959 Three-point seat belt
1962 Modem
1965 Consumerism
1968 Mouse
1969 Charge-coupled device (CCD)
1970 Compact disc
1972 Computed tomography (CT)
1976 Personal computer chic
1984 Liquid crystal displays (LCD)
1987 Prozac (anti-depressant)
1991 World wide web (WWW)

2000 Automated sequencing machine 
(for human gene analysis)

Source: “85 Years & Ideas” Forbes Magazine, December 23, 2002. 

Notable 20th Century Innovations

Mostly, driven by technological breakthroughs
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理系学部志願者数推移
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東日本大震災



2015/12/7

4

第７期大学分科会の審議事項について

1. 社会経済構造の変革を踏まえた大学改革の
在り方

2. 求められる知識・技能の変化に対応した学
修機会の充実

3. 大学の質保証の充実
4. 我が国の大学のグローバル化の促進
5. 大学のガバナンスの在り方
6. 短期大学の機能の充実
7. 大学院教育の在り方
8. 法科大学院教育の改善
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分野別質保証の取組の推進

• 高度専門人材の育成に向けて、大学及び
高等専門学校における分野別質保証の構
築・充実に向けた取組を促進する。

• また、日本学術会議において審議が進ん
でいる「分野別の教育課程編成上の参照
基準」は、各大学における改革サイクル
の確立に際して重要な参考となるものと
考えられるため、各大学や認証評価機関
の活用を促す。
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OECD・PISAショック（2003,06年）などを受け、子ども達の学習時間は増加
平日授業以外に3時間以上勉強する中3 4.6％（01年）⇒10.3％（10年）
PISA調査・レベル5以上の層は厚い ⇔ 他方、レベル1未満の割合も相対的に高い

順位 国 名 人数（人） 比 率 OECD内比率

１位 アメリカ 406,270 9.9% 29.4%

２位 日本 162,360 13.4% 11.7%

３位 韓国 92,514 12.9% 6.7%

４位 フランス 71,982 9.6% 5.2%

５位 ドイツ 64,755 7.6% 4.7%

OECD合計 1,381,875 7.6% 100%

【
読
解
力
】

順位 国 名 人数（人） 比 率 OECD内比
率

１位 アメリカ 406,270 9.9% 17.6%

２位 日本 253,233 20.9% 11.0%

３位 韓国 182,877 25.5% 7.9%

４位 ドイツ 151,664 17.8% 6.6%

５位 フランス 102,724 13.7% 4.4%

OECD合計 2,309,185 12.7% 100%

【
数
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー
】

【
科
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー
】

順
位

国 名 人数（人） 比率 OECD内比
率

１位 アメリカ 377,544 9.2% 24.4%

２位 日本 205,979 17.0% 13.3%

３位 ドイツ 109,062 12.8% 7.1%

４位 イギリス 89,675 11.4% 5.8%

５位 韓国 83,191 11.6% 5.4%

OECD合計 1,545,518 8.5% 100%

※OECD加盟34ヶ国中上位5ヶ国比較

当該年齢推定人口×レベル5以上
の生徒の割合

PISA2009におけるレベル5以上の生徒の国際比較

義務教育修了段階の子ども達の学習成果

文部科学省合田氏BUF講演資料から

工学離れとは？

工学

国公立 私立
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大学教育と社会の期待のミスマッチへの取組みの例：米国

• Keynote Discussion: A Conversation with the Cleveland Clinic 
about the Potential of Data Science in Health Care Facilitated 
by Barbara R. Snyder, president, Case Western Reserve 
University

• Plenary Session I: Building the Talent Ecosystem: Strategic 
Collaborations between Business and Higher Education in Data 
Science Facilitated by William E. Kirwan, II, chancellor, 
University System of Maryland

– Ohio State University with IBM

– Humana with Bellarmine University

• Plenary Session II: BHEF’s Cybersecurity Expansion Strategy: 
Greater Washington, D.C., Virginia, and the Commonwealth of 
Massachusetts Facilitated by Wes Bush, chairman, CEO, and 
president, Northrop Grumman Corporation

Business Higher Education Forum Summer Meeting 2014 から
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日本の状況（経産省）
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科学的発見
(discovery)

創意・発明・技術革新
(invention)

市場イノベーション

これからのイノベーション

Science Technology

コンセプト
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将来の選択—茹でガエルにならないために

• 過去の成功体験からの脱却

• チームワークの醸成

• 人材流動化の促進

• 大学院教育と大学院制度の確立

• 様々な観点での多様性の追求

• グローバルな視野或いは俯瞰的視野

• K-16教育或いは人材育成

博士課程への進学者は必要十分か？

• 理・工・農系博士号取得者数
（2005年、100万人当たり）
– 日本 ：56人

– 米国 ：74人

– ドイツ：124人

– 英国 ：144人

– 韓国 ：120人

• 大学・大学院入学者数（学校
基本調査2014年）
– 学部～600,000人

– 大学院博士前期課程～73,000人

– 大学院博士後期課程～15,400人

（⇔旧帝大の入学者数～19,000人）

Top～6万人

Middle～20万人

Bottom～30万人
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何を改革すべきか？
• 機能分化の一層の推進

– 学部と大学院の機能分化

– 大学院の機能分化

– 大学の機能分化

– 選抜の多様化と厳格化、学位基準の厳格化

• 学位プログラムの推進－博士課程

– 設置認可制度の見直し⇔中教審と設置審

– リーディング大学院をベースとした博士課程の再構築

– 企業と連携した優秀層の博士課程進学者の確保

• 研究拠点群の形成

– お山の大将から研究拠点へ⇔研究者の循環

– 国立研究所、企業と連携したイノベーション拠点の創生

• 社会と社会人の要求に応える

– それぞれの階層での社会人の受入れ

– 必要とされる基盤知識と実務知識の教育

が

機能分化の一層の推進

一般教養・社会倫理・論理的思考力・・・

専門的実務教育 基盤的専門教育

博
士
一
貫
課
程

最
短
3
年
程
度
で
終
了

修士課程実務

専門的職業

研究職
イノベーションリーダ

研
究
補
助
職
等

様々な階層で
社会人の受入れ

学
部
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ご清聴有難うございました


